
肩関節_走査説明 
走査 描出像 観察部位 走査法 注意事項 

上腕二頭筋長頭腱 

前方横断走査 

 

 

結節間溝 

上腕二頭筋長頭腱 

大結節 

小結節 

三角筋下滑液包 

上腕上部前面に水平

にプローブを置く．上

腕骨の近位端外側の

大結節と，内側の小結

節が描出され，２つの

結節の間にある結節

間溝，上腕二頭筋長頭

腱の横断像が描出さ

れる．遠位は結節間溝

がなくなるところま

で，近位は肩関節に入

り込む箇所まで走査

して観察する． 

上腕二頭筋長頭腱が

プローブ角度によっ

てはアニソトロピー

（異方性）により黒く

見えるため，腱が白く

みえる角度に調整す

る．また，ドプラ法に

よる滑膜炎の評価の

際は，上腕二頭筋長頭

腱周囲に走行する前

上腕回旋動脈に注意

する． 

上腕二頭筋長頭腱 

前方縦断走査 

 

 

上腕二頭筋長頭腱 横断像で上腕二頭筋

長頭腱を描出した状

態でプローブを 90 度

時計回転させ，腱の縦

断像を観察する． 

腱成分に特徴的なフ

ィブリラパターンを

確認する．アニソトロ

ピーの影響があるた

め，腱が水平に描出さ

れるようにプローブ

の遠位側を少し体表

面に押し当てる． 

肩甲下筋腱 

前方横断走査 

 

 

肩甲下筋腱 結節間溝を描出し，そ

のまま上肢を外旋さ

せると上腕骨小結節

に停止する肩甲下筋

腱の縦断像が描出さ

れる．  

 

肩甲下筋腱は小結節

付着部の中でも上部

で断裂することが多

いため注意深く観察

する．また，上腕二頭

筋長頭腱が結節間溝

に収まらず小結節に

乗り上げている場合

は肩甲下筋腱断裂が

強く疑われる． 

肩甲下筋腱 

前方縦断走査 

 

 

 

 

肩甲下筋腱 肩甲下筋腱の縦断像

を描出した状態でプ

ローブを９０度時計

回転させて肩甲下筋

腱の横断像を観察す

る． 

 

LT GT 

LHB DM 

DM：三角筋 

LHB：上腕二頭筋長頭腱 

GT：大結節 

LT：小結節 

Hu 

LHB 

Hu：上腕骨 

LHB：上腕二頭筋長頭腱 

C 

SSC 

C：烏口突起 

SSC：肩甲下筋腱 

LT：小結節 

SSC 

LT 

LT 

SSC：肩甲下筋腱 

LT：小結節 
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三角筋下滑液包 

外上方横断走査 

 

 
 

三角筋下滑液包 

三角筋 

上腕骨 

上腕上部およそ 3 分

の１の位置で外側前

方に水平にプローブ

を当て，上腕骨の横断

像を描出する．三角筋

下滑液包は三角筋と

上腕骨の骨表の間に

存在する．前方から後

方，遠位から近位まで

プローブを走査する．

肩峰下滑液包は三角

筋下滑液包と連続し

ており，棘上筋腱の上

方に存在する． 

上方は肩峰まで観察

するが，大結節を超え

たあとに見えてくる

腱板を滑液包と見間

違えないよう注意す

る． 

 

三角筋下滑液包 

外上方縦断走査 

 

 

上腕骨 

三角筋下滑液包 

上腕二頭筋長頭腱 

横断像での三角筋下

滑液包の位置でプロ

ーブを９０度時計回

転させる．上腕骨の骨

表ラインに沿って前

方から後方へとプロ

ーブ走査する． 

正常血管である上腕

動脈の回旋枝が走行

しているため，異常血

流の評価の際は注意

が必要である．また,

三角筋の薄い高齢者

などではプローブの

圧迫で滑液貯留等が

正確に評価出来なく

なるため注意する． 

肩峰下滑液包 

外上方斜走査 

 

 
 

 

 

 

肩峰下滑液包 

棘上筋腱 

棘下筋腱 

肩関節を軽度伸展位

とし，腱板を前方に引

き出して観察する．腱

板の大結節付着部や

軟骨を確認し，腱成分

に対して超音波ビー

ムが垂直に当たるよ

うに（腱成分が高輝度

に描出される）プロー

ブの位置と角度を調

整する．滑液包は三角

筋と腱板の間に存在

する．前方は上腕二頭

筋長頭腱が描出され

るまで，後方は大結節

骨表の形状の変化に

腱板病変は軽度伸展

委に更に内旋を加え

ることにより，腱成分

が引き延ばされ観察

しやすくなるが，痛み

を誘発される場合が

あるので十分に注意

する． 

GT 

SSP 
DM 

DM：三角筋 

GT：大結節 

SAB：肩峰下滑液包 

SSP：棘上筋腱 

DM 

Hu 

SDB 

DM：三角筋 

SDB：三角筋下滑液包 

Hu：上腕骨 

Hu 

DM 

DM：三角筋 

Hu：上腕骨 

SAB 
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注意し観察する． 

 

肩甲上腕関節 

後方横断走査 

 

 
 
 
 
 
 

肩甲上腕関節 

上腕骨頭 

関節窩 

三角筋 

棘下筋 

関節唇 

後方より肩甲棘の下

部，腋窩線上の位置に

水平にプローブを置

く．上腕骨頭，肩甲骨，

関節唇，棘下筋が描出

される．上方から下方

までプローブを走査

し広範囲を観察する． 

 

被検者の肘を体幹に

つけた状態で，前腕を

内旋・外旋することに

より滑膜肥厚や滑液

貯留がより明瞭に描

出される． 

肩鎖関節 

上方横断走査 

 

 
 

 

肩鎖関節 

肩峰 

鎖骨 

鎖骨の遠位端にある

肩峰関節に鎖骨の長

軸に沿って上方より

プローブを置く．肩峰

と鎖骨が描出される.

肩鎖関節は関節腔に

関節円板がある関節

である． 

肩峰や鎖骨によりプ

ローブが体表から浮

いてしまうため，エコ

ーゼリーを十分に塗

布する. 

胸鎖関節 

前方横断走査（正中） 

 

 

胸鎖関節 

胸骨 

鎖骨 

正中前方より鎖骨の

近位端にある胸鎖関

節に，鎖骨の長軸に合

わせてプローブを置

くと鎖骨と胸骨が描

出される．胸鎖関節は

関節腔に関節円板が

ある関節である． 

 

関節面は比較的平坦

であるが，エコーゼリ

ーを十分に塗布する

ことにより鮮明な画

像が得られる． 

 

注）本走査法は被検者と対面しての走査を前提として記載ですが，側方からアプローチをする走査法の場合とは左右表示が異なることもあります. 
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Lab 

DM：三角筋 

GL：関節窩 

HH：上腕骨頭 

ISP：棘下筋 

Lab：関節唇 
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AC：肩峰 

CL：鎖骨 

CL 
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CL：鎖骨 

MA：胸骨 


